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1 は じ め に             ~

日本海に面 し背後に中国背稜山地を擁する鳥取県地方は,全般的には,冬季季節風の影響を

強 く受け日本海型気候を示す。 しかし,東から西に向かうにつれ 日本海型気候から表 日本型気

候への移り変わりが見 られ,鳥取県の西端部においてその気候的移行が起 こるとされている。

鈴木 (1982)は冬季の積雪日数を目安に気候区を細分区し,鳥取県の米子市付近以東を日本海

型気候とし,西または南方向の表 日本型気候に移り変わる間の移行帯に対 して準 日本海気候を

設定している。気候条件は第一義的に植生に大きく影響を与えることは言うまでもないが, 日

本海型気候の西端にあって準 日本海気候に移行する位置にある鳥取県は植生学上きわめて興味

ある地域である。地域の植生については漸次蓄積されつつあるものの,特に,植生の垂直分布

的変化については若千の断片的,概括的な報告があるのみで,ほ とんど明確な資料は得 られて

いない。そこで,1983年 に鳥取県の東部地域の八頭郡および岩美郡における4地域を中心にし

て,平野部から低山域に分布する常緑広葉樹林帯すなわち照葉樹林帯から夏緑広葉樹林帯すな

わちブナ帯に出現する植物の垂直分布的変化およびその移行帯の状態の調査研究が行われた。

2研 究 方 法

調査地域は自然状態が比較的よく保存されている地域として,扇 ノ山 (1310m)東 山麓の岩

美郡国府町上地の上地川流域付近,氷 ノ山 (1510m)東 山麓の八頭郡八頭町妻鹿野の細見川流

域および八頭郡若桜町淵見から宕荷谷の春米川流域付近,東山 (1386m)山 麓の八頭郡智頭町

芦津の三滝渓谷付近を中心に設定され (図 1),標高約 50900mに 位置する比較的自然性の高

い林分 (一部に二次林と植林を含む)について, 特殊な地形地を除き,原則的に標高 20mご
とに出現する植物の質的,量的測定が行われた。なお,今回の調査資料の他,既に得 られてい

る鳥取県東部地域の調査資料も加えられ, 合せて 159地 点の調査資料に基づいて検討が加えら

れた。測定値は Braun‐Blanquet(19641法 に従い,優占度 (階級値 として 5:植被率 100守5%,

4:75巧0%,3:50セ 5%,2:25-10%,1:101%,十 五%―.優 占度 2以下は植物の出現数度が考

慮される)が測定された。参考として,調査地域付近の気象観測資料を表 1に示す。

*生物学数室
**Mchinii seCondary school,Mchitti,Malawi.
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3結 果 と 考 察

表 1の気象資料によると,調査地域

は降水量において多少の違いが見 られ

るものの,いずれも鳥取県の東部地域

の相互に近接した位置にあり,ほ ぼ同

一地域とみなす事が出来る上,植物の

分布的観点から有意な差は見 られ な

かったので,統合して処理を行った。

159地 点において 出現 した 植物のう

ち主要な植物 120種 について垂直的な

分布の傾向を検討した。低標高地から

高標高地⌒と分布中心が移動するよう

に種を排列したところ,低地に分布の

中心があり500600mの 標高で分布の

とだえる植物群 ,500-600m以上の高

標高地に分布の中心があり低地にはほ

とんど分布を見ない植物群,低地から

高地までほぼ連続 して分布する植物群

の 3種群に類型化が可能 となった。そ

の結果が図 2の垂直分布図である。

低標高地を中心に分布する主要な種

群 (1)は カクレミノ,サ ネカヅラ,ス

ダジイ,テ イカカプラ,タ ブノキ,サ
カキ,ベ エシダ,ア ベマキ,ヤ マイタ

チシダ,ヤ ブソテッ,ナ ラガシワ,ヤ
ブッバキ,ヤ ブラン,キ ゾタ,ク マノワラビ,シ ラカシ,ジ ャノヒゲ,ニ シノホンモンジスゲ,

コパノガマズ ミ,ン ロダモ,エ ゴノキ,ウ ラジロガンなどがあり,高標高地を中心に分布する

種群 (2)に はサワグル ミ, コハクウンボク,ヤ マソテツ, ヒメモチ, ミバメ,ナ ツツバキ,ハ
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Fig.2,Vertical dist� bution of evergreen bЮ adeaf forest(laurel forest)spCCies group.
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Fig.3,Vertical distribution of summergreen broadleaf forest(beech forest)sp∝ ies group.
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ウチハカエデ,ホ ッッジ,ェ デァジサィ,ォ ォヵメノキ, コミネカエデ, トチノキ,サ カゲイ

ノデ,オ オイヮヵガミ, ミヤマハハツ, ミズキ,アズキナン,ム ラサキマユミ,ハ クウンボク,

ブナ,ナ ナカマ ド, ミズナラ,マ ツブサ,オ クノカンスゲ, ッルシキミ,マ ルバマンサク,ツ
ノハンパミ,ヤ マボウン,イ タヤカエデ,ク マンデ,タ ンナサワフタギ,チ ンマザサ, ミヤマ

ガマズ ミなどが見 られる。これらの種群を見ると,前者の大部分は照葉樹林の主要な構成要素
であり常緑植物が主体であり,一方後者はブナ林の要素であり夏緑植物が多い。後者の一部に

常緑の低木あるいは草本 (ヒ メモチ, クロッヨゴ,エ ゾユズ リハ,ヤ マソテツ,ム ラサキマユ

ミ,チ シマザサなど)が見 られるが, これらは多雪地域の日本海側ブナ林としての植生単位で

あるブナ‐デシマザサ群団を特徴づける植物で,積雪に対応した適応形を示すものとみなされ
ている。本調査地域のブナ林帯の林分は上記群団のもとブナ‐クロモジ群集 (Sasaki 1970)に

同定される。

次に種群 (3)であるが, クリ, コハウチワカエデ,サル トリイパラ,マルバアオダモ, クロ

モジ, ヒサカキ, ソョゴ,ヤ ブコゥジ,ネ ジキ, リョウブ,ン シガシラ, ミゾンダ, コシアブ

ラ, トキワイカリツウ,メ カノツメ,ヤマウルシ,ヤ マツツジ,ア セビ,ハ ナイカダ,サ イゴ

クミツバツッジ,ム ラサキシキブ,コ ナラ,イ ロハモミジ,ヶ ヤキなどは全域に渡って出現す

る種群である。その多 くは二次林に高頻度に出現する植物で,いわば遷移途中相の林分を特徴
づける種群である。或いは, クリ帯またはモミーツガ帯と呼ばれるいわゆる中間温帯落葉広葉

樹林帯を構成する種群である。夏緑植物が多い。またこれらの植物群の中には,一般に照葉樹

林あるいはブナ林の要素とみなされている植物が含まれ,本調査地域における垂直分布の複雑

さを示 していると言えよう。このような垂直分布の乱れとも言うべき現象は,気候的移行帯に

位置する山陰地方の顕著な特異性と考えられる。しかし,概ね上述の結果は植生学的な一般的

観察知見とよく一致 している。

さらに,種一つひとつについて詳細に見ると,それぞれ垂直分布に微妙な差があり,図 2は

概括的な観察では把握できない具体的な事実資料を提供 していると言えよう。本研究は各植物
の垂直分布の正確な把握を試みたものであり,単に一地域の資料にすぎないが,さ らに広い地

域の綿密な資料を蓄積することによって,地域の地理的地形的な差異を除去 しつつ普遍的な植

物の分布的特性を把握することが可能であることを示唆していると言える。

先にふれたように, 類型群 (1)1ま 低標高地の照葉樹林帯に分布の中心を持つ種群からなり,

(2)は 高標高地のブナ林帯に分布の中心を持つ種群からなっているが,概ね,標高 300-600mの
ところでギャップが見 られる。 また,(3)は二次林の構成種群を中心とするが, 前記 (1),(2)

群を通じて共通に低地から高地まで広 く分布 している。そこで今, これらをそれぞれ照葉樹林

種群 (1), ブナ林種群 (2), 広分布種群 (3)と 呼び,そ れぞれの類型群についてそれらの特性を

個別に検討 した。

図 5は照葉樹林種群 (1)に 属する植物群が標高20m毎に出現 した種数を示 したものである。
この図から標高 300mあ たりまでは20-30種 が出現するが,400mを越えると急速に減少 し始
め,700mで は出現 しても 1セ 種に過ぎなくなることが判る。各調査地点における総出現種数
には大差がないので,(1)の 出現種数が少なくなることは相対的に他の種群に属する植物の出

現種数が増加することを意味している。すなわち,出現種数に減少化が起 り始める標高 300m
あたりから,垂直的に植生の交代が漸次進行することを示 している。むろん,量的測度である

優占度からの検討は重要であるが,誤差を考慮すると充分なデータ量が要求されるため,必ず
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しも充分なデータ量 とは言いえない今回の調査では, 若千の種 について例 を示すにとどめる

(図 9)。

図 6は ブナ林種群 (2)1こ属する植物群についての上記と同様,標高 20m毎における出現種数

を示 したものであるが,およそ標高 200mか ら次第に出現種数は増加 し始め,600m以上にな

ると30種内外が各スタンドに出現することが示される。すなわち,標高 600m付近で,ほ ぼ完

全にブナ林や ミズナラ林などに代表される夏緑広葉樹林帯 (ブ ナ林帯)を構成する構成種群に

植物は交代することが判る。この種群の若子の植物についての優占度ダイヤグラムを図10に示

す。

次に広分布種群 (3)に ついて見ると (図 7),各標高区分ごと20種以上の植物が出現 し,標高

400-500mの ところで出現種数が最大となる傾向が認められる。これは照葉樹林種群およびブ

ナ林種群両者に属する植物群がともに分布の中心地から離れたところで,両種群内の植物群の

成育がそれぞれ制限される結果, その合間を縫って, ここに示 した広分布種群 (3)の 植物群が

優勢に生育 し林分を形成 したものと解釈されよう。図11は広分布種群の優占度ダイヤグラムで
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あるが,一部をのでいて一般に優占度は小さい。

上記に示したように(1),(2)お よび(3)を 比較襟討すると, それぞれ類型種群の交代等各類
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Fig.9.  Do■ unancc diagram of evergreen broadlcaf forest sp∝ ics

型群の動態が抽出されるが,相対比により3図を合成することによりその状態はよリー層明ら

かになる。 すなわち, 図 8は各類型群の標高に対する 出現頻度百分率を みたものであるが ,

400500m付 近において類型群 (1)と (2)の 出現頻度数は交叉 しその度合が逆転 し, 一方 (3)の

出現頻度が高 くなることが示される。つまり,標高 400500mの ところで照葉樹林帯からブナ

林帯への交代が起 り,そ こではコナラ,ク リ,イ スンデなどの広分布種群に所属する種が出現

する傾向のあることを示 している。

この広分布種群が高頻度を示す標高地は最 も林業や酪農などの農林業に利用され易いところ

で,本調査地域においても例外ではなく,大半は植林あるいは二次林に転用されているが,八
頭郡若桜町淵見奥に位置する春米川の支流域の500600mの 急斜面において小規模のイヌブナ

林が認められた。イスブナ林は山陰地方を全般的にみても稀な林分であり極めて貴重な自然資

源の一つである。イヌブナ林は照葉樹林とブナ林 との移行帯に位置する自然林の一つとして推

測される林分であるが,すでにその大半が消滅 しており未確定のいわば幻の自然林である。

しかし,こ の地域におけるイヌブナ林の存在は山陰地方における分布地である兵庫県の三川

山 (中 西 。西本 1987),鳥取県の二徳山 (佐々木 1968),二朝町笏賀神社, 日野郡滝山神社

(清水 1978),島根県の匹見地域 (中西ら 1979)な どに点在する林分と合せて考えると,そ
の水平植生帯的存在の実証において重要視されよう。
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Fig.lo.  Donainance diagram of summergreen broadleaF forest sp∝ ics group.

4ま

今回,鳥取県の東部地域を中心に照葉樹林帯からブナ帯における垂直的な植物の交代変化の

実体の把握を目的として調査研究を行った。その結果,標高 300-600mに おいて照葉樹林帯か

らブナ林帯への移行が起こり,その移行帯では,いわば二次林あるいは中間温帯落葉広葉樹林

の構成樹種とみなされる上記両林帯に共通 して出現する植物が,高頻度を占める傾向のあるこ

とが判明した。もとより,今回得 られた結果は地域的地理的にごく限 られた範囲の結果に過ぎ

ないが,調査地域を拡大していくことにより,ま た,すでに得 られている植生資料をもとに,

コンピューヶ―を駆使することにより,植生のより普遍的な状態が把握できるものと期待され

る。
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Abstract

ln 1983,species transition in vcrtical distribution bctwccn evergrcen broadlcaf forests and sualmergreen

broadlcaf forcsts of which the elevation was ranged from 50 ni to 900 nl was studied on cast rangc of

Tottori PreFccture,Wcst Japan,on the basis of 159 stand data.  Do■ linance of a■ spccies in each stands

wcrc rccorded cvery 20 nl altitudina■y.  As the rcsult of this study,about 120 species were divided into

following thrcc sp∝ics groups:1.evcrgrecn broadicafforcst(lau特l forest)species group,2.summcrgr∝ n
broadleaf fbttst(becch fbrcst)speCies group and 3.wide distribution spccics group.  First sp∝ ies group

was mostly compOsed by cvcrgrocn species bcionging to Cα srp″Dpsね  c7dPiぬガα―コ晩 c力 Fis・ テカ″″うιlξ″

`orcst as a clmatic dimax in war■
1‐tcmperate cvergrccn forest zonc.  S∝ ond spcies group was composed

by summergrocn broadleaF species and in part evergrecn shrubs and hcrbs、 vhiCh wcre adaptcd to hcavy

snow accumulation, whch wcre mostly bceoh forcst elenacnts as a climatic cllmax in cool‐ temperate

sualntcrgreen broadleaf forest zone.  And third specics group was FnOSdy composed by tolcrant specics

found usualy in sccondary forests or warm‐ temperatc summergroca broadleaf forest zone.

Froni the distnbutional pattera of thc abovc nrst two sp∝ ies groups,it、 vas rcvcaled that transition

fronl cvcrgreen broadlcafforcst to sllIImergrocn braodicaF lorest occurred on the elcvation oF 300-600m.

And plants bclonging to widc distribution species group werc predonlinant in this rangc.


